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平成 20 年２月期中間期（連結・単独）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成 19 年４月 13 日の決算発表時に公表いたしました平成 20 年２月期（平成 19 年３月１日～平成

20 年２月 29 日）の中間業績予想について、下記のとおり修正いたします。 

なお、通期の業績予想については、引渡基準を採用している機械装置類の売上計上時期が不透明で

あることから、現時点では期初計画どおり推移するものと予想しております。 

記 

 

１．平成 20 年２月期中間期業績予想の修正（平成 19 年３月１日～平成 19 年８月 31 日） 

【連結】 （単位：百万円） 

        売上高 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ）  ５，２００   ３２０   ２００ 

今回修正（Ｂ）  ５，９００   ４６０   ２９０ 

増減額（Ｂ－Ａ）    ７００   １４０    ９０ 

増減率    13.5％   43.8％   45.0％ 

（ご参考：前期の実績）    

中間期（平成 19 年２月期）実績  ５，１５０   １３１    ３７ 

通期 （平成 19 年２月期）実績 １１，５３９   ６４０   ４０３ 

 

【単独】 （単位：百万円） 

        売上高 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ３，６００   １００    ６０ 

今回修正（Ｂ） ４，１００   ２４０   １３０ 

増減額（Ｂ－Ａ）   ５００   １４０    ７０ 

増減率   13.9％   140.0％   116.7％ 

（ご参考：前期の実績）    

中間期（平成 19 年２月期）実績 ４，１０２   ２５９   １４５ 

通期 （平成 19 年２月期）実績 ８，２１４   ４８１   ２９５ 
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２．修正理由 

・単独については、機械部門における足の速い当期受注売上案件が積みあがったことが寄与し、予

定通り進展している化成品部門と併せて、全社レベルでは社内情報システム更改に関わる償却費

用や業績連動型報酬体系を指向している人件費などの負担増加を吸収し、期初の業績予想は上回

る見通しです。 

・連結については、海外子会社では原価低減など利益率の改善と治験薬事業における黒字基調への

転換により、上記の単独予想と併せ、期初の業績予想を上回る見通しです。 

 

 

（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分

に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異な

る場合があります。  

以 上 
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